






必ず、本書の記載内容にお従いのうえ取付けを行ってください。

●両開きの場合

①門扉側のヒンジ固定ボルトをゆるめ上下の
　調整をします。
②アーム固定ボルト（２本）をゆるめます。
③アームを振り、前後方向の位置を調整します。
④ひじ金具の左右方向調整ボルトをまわし、左右
　方向の調整をします。
⑤アーム固定ボルト（２本）をしめ込み、アームを
　しっかりと固定します。

御施主様へ

門扉吊り
込み門柱 門扉吊り

込み門柱

●片開きの場合

門柱セット取付手順
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◆汚れがひどい場合は薄めた中性洗剤を使用し、洗剤が残らないように拭き取ってください。
◆シンナー、ベンジン等の溶剤のご使用は絶対におやめください。塗装に影響を及ぼす恐れがあります。
◆開閉時に手や指を挟まないようにご注意ください。
◆門扉にぶら下がったり、上ったりしないでください。事故や故障の原因になります。

◆普段のお手入れは濡らした布でお拭きください。

◆改造、変更はしないでください。　
◆

取付け終了後、製品が確実に固定されていることをご確認ください。◆
取付け終了後、この取付説明書は御施主様にお渡しください。◆

工事店様へ

２ 門柱を取付けます。

３ ひじ金具を調整します。

※門柱施工寸法は2ページの施工寸法図を参照してください。

＜片開きの場合の門柱施工平面図＞
●左受け門柱で内開きの場合

受け門柱
門扉吊り
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門扉吊り
込み門柱

家側

家側
ラッチ受け

●左受け門柱で外開きの場合

※図は門扉を上から見た図です。
※受け門柱が右の場合は、左右逆に
　なります。
※ラッチ受けが正しい方向にあるか、
　施工前に確認してください。

※上図は受け門柱が左で内開きの場合です。
※動かないようにそえ木などを使用して固定養生してください。
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